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１ 論文構成 

 第１章 はじめに 

 第２章 研究の目的 

  １ 学校教育目標と校訓について 

  ２ 校訓について 

  ３ 研究の目的 

 第３章 研究の方法 

  １ 研究対象の特定 

  ２ データの収集 

    (1)校訓について 

    (2)学校教育目標について 

 第４章 研究の内容 

  １ 校訓について 

    (1)調査 

    (2)校訓分析による学校教育の目的について 

     ①校訓に対する校長の考え方 

      ア 校訓制定時期 

      イ 校訓の存在意義 

      ウ 教育に対する校訓の内容 

      エ 校訓の存在と地域の特色 

     ②校訓のことば 

      ア 分類 

      イ 都市別の分析 

      ウ 学校創立時期別の分析 

  ２ 校訓と学校教育目標の関わりについて 

    (1)学校教育目標 

    (2)校訓と学校教育目標の関わり 

     ①平成１６年度学校教育目標との関わり 

     ②３年間の学校教育目標と校訓との関わり 

 第５章 考察 

  １ 都市別中学校の校訓について 

  ２ 年代別の校訓について 

  ３ 校訓と学校教育目標との関わりについて 

 第６章 まとめ 
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２ 要旨 

 

 社会の変化に伴い、教育も大きな変化の中にある。価値観の多様性、教育施策の要請か 

ら、学校教育においても日常的に改革を行っている。反面、過去から変化しない価値観（不 

易なもの）を大切にすることも重視されてきた。本研究では、学校が持っている「校訓」 

を分析することで学校教育の目的を明らかにし、校訓が学校教育目標にどのような影響を 

与えているかを解明した。 

 校訓を持っている中学校の校長に対しての質問紙調査や、ホームページを閲覧すること 

で校訓や学校教育目標を収集した。 

 質問紙の回答から、校長は校訓の存在を「必要である」、内容を「今の時代に大切な内 

容である」とかなり高い割合で評価していた。また、校訓の分析から、校訓のことばは江 

戸時代から続く県民性を表し、学校が設立された時期の価値観が影響していた。例えば、 

「協力」や「学習」に関した校訓は昭和２０年代に、「たくましさ」に関した校訓は昭和 

４０年代から昭和５０～６０年代にかけてみられ、「創造性」や「豊かな情操」などは、 

昭和５０年代から平成年代にかけて出てきている。年代を通じて共通する校訓の分類は「自 

主性」であった。 

 学校教育目標と校訓の関係では、学習指導要領一部改訂後の平成１６年度学校教育目標 

と平成１４、１５、１６年度３年間継続しての学校教育目標に関わり合う校訓の分類は「自 

主性」「たくましさ」「自他の尊重」であった。他との関わりよりは、個に関する資質や 

個に身につけてほしい態度に関するものが多かった。 

 これらは、江戸時代から明治時代、第２次世界大戦後と変化の大きな社会の中で我が国 

の教育がめざしている個人の育成と一致していた。 

 

図 学校創立時期別「校訓のことば」の推移 

横軸：各時代の延べ数に対する割合（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


